
「こどもの包茎って何かした方がいいの？」と考える保護者の方は少
なくないと思います。でも、「おちんちんのことは、よく分からな
い」というお母さんや、「小さいころのおちんちんのことなんて覚え
ていないよ」というお父さんが多いのではないでしょうか。小児科医
の立場からこどもの包茎の治療について解説します。

小児科オンライン通信vol.23
こどもの包茎って何？治療は必要？
～専門家でも意見の分かれる包茎の話～

まず、包茎には真性包茎（おちんちんの先である亀頭が出てこない）
と仮性包茎（包皮というおちんちんを包む皮膚をめくれば亀頭が出て
くる）があります。一般的に包茎とは、真性包茎のことを指します。
日本では割礼（文化的な理由などから包皮の一部を切除すること）の
慣習はありません。包茎の治療は基本的にむいた包皮が元に戻らなく
なった場合（かんとん包茎）、包皮が硬くむけにくい場合、穴が小さ
くおしっこがしにくい場合などに、治療をすることが多いです。他の
場合に治療をしないのは、包茎は病気ではなく、痛い治療をしなくて
も多くは中学生頃に自然に包皮がむけるためです。

多くの場合こどもの包茎の治療は不要です

さらに詳しく聞いてみたい方は、ぜひ小児科オンラインでご相談くだ
さい。
新渡戸文化学園の保護者の方は何度でも無料でご利用いただけます。

小児科オンラインのご利用はこちらから

スマホでクリックすると追加できます

LINEの友だち追加

会員登録に必要な合⾔葉
※合言葉はサービス案内チラシにて
保護者の方にのみご案内しております

PCでご覧の方は「小児科オンラ
イン」とご検索いただくか右の
QRコードをスマートフォンでお
読み取りください。

現在は手術以外にも、包皮ほんてん指導（包皮を少しずつむく）、ス
テロイド軟こう治療（包皮を柔らかく伸びやすくして少しずつむく）
などもあります。手術と比較すると自宅でもできるため負担が少ない
です。ただし、むいた包皮をきちんと戻さないと、おちんちんがむい
た皮に締め付けられてしまう「かんとん包茎」を起こし、緊急手術が
必要になることもあります。行う際は必ず医師の指導を受けましょう。
また、このような治療が難しく手術が必要と判断されることもありま
す。いずれにしても、気になる方は医師に相談をしてみてくださいね。

こどもの包茎には手術以外にも様々な治療法があります

しかし、思春期に包茎で悩むお子さんもいます。そういった悩みや、
陰部の清潔を保つことなどを考え、包茎治療を勧める医師もいます。
事実、包茎治療を決定する理由の一つに「保護者の強い希望」も入っ
ています。
包茎の治療は、国ごとの文化などにもより、専門家の間でも治療の必
要・不要が分かれています。いまのところは絶対にこうすべきという
見解はありません。
つまり、保護者の方の意向が大きいとも言えます。「少し様子をみよ
う」、「やっぱり気になるから一度相談してみよう」色んな考えが
あって当然だと思います。治療法などが気になる方は、医師と相談し
ながら家庭ごとの方針を決めても良いかもしれませんね。

それでも包茎が気になる場合は医師に相談を！

https://lin.ee/rO3INMO
https://syounika.jp/doctors/192

